
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和２年度 令和３年度
（繰越）

円 円 円 円 円 円
事業費 7,920,000 71,566,000

交付金額 7,500,000 69,400,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

79,486,000

76,900,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

嘉手納小学校多目的運動場等整備工事

嘉手納町長

嘉手納町字嘉手納地内

　本計画地は、平成２９年度に体育館の新築に伴い解体した旧体育館の跡地
である。本跡地については、現在も解体時の裸地の状態であり、児童の屋外活
動等においても利用できない状態となっており、運動場に隣接する本計画地の
有効利用が望まれている。また、旧体育館の解体により体育器具庫が失われ、
運動会や体育の授業等の屋外活動に支障をきたしている。
　このことから、小学校の体育の授業等で活用し、放課後や休日においても中
学校のテニス部や一般開放の使用を考慮した多目的運動場を整備し、併せて
運動場等で使用する体育器具庫を建築することで教育環境の改善を図る。

【補助事業の成果及び評価】

引き続き、教育環境の維持保全に努める。

無し

多目的運動場整備工事　A=1,310㎡
体育器具庫建築工事　A=49.47㎡

令和２年度から令和３年度（繰越）

1)工事看板へ表示
2）町の広報誌（６月号）へ掲載

　整備後、教員へアンケートを実施したところ、「安全に活動できる（怪我が少ない）
場所が増え、体育・部活・休み時間で利用している」、「グラウンドに近くて、体育器
具の出し入れが容易になった」、「敷地いっぱい走ったり、ボール遊びをして楽しそう
に活動している」、「多様な使い方ができるので、とても充実している」、「多目的運動
場が出来たおかげで子供たちの遊びの幅が広がりました」などの好意的な意見が
寄せられ、教育環境の改善に繋がったことを確認できたため、本事業の成果は得ら
れたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 11,000,000

交付金額 10,878,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

11,000,000

10,878,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

嘉手納町立学校防犯カメラ設置工事

嘉手納町長

嘉手納町字嘉手納地内

　校内における不審者の侵入、盗難、器物破損、不審火などの抑止及び犯罪
発生時の早期解決のため。防犯カメラの網羅されていない学校（嘉手納小学
校・嘉手納中学校）へ防犯カメラを設置することで犯罪行為等の抑止を図り、児
童・生徒の安全・安心の確保に寄与する。

【補助事業の成果及び評価】

引き続き、構内における防犯機器の維持保全に努める。

無し

電気設備工事　防犯カメラ等　一式

令和４年７月から令和４年１２月

1)工事看板へ表示
2）町の広報誌へ掲載(令和5年6月掲載済み)

  整備後、構内における不審者の侵入、盗難、器物破損、不審火などが発生してい
ないこと、アンケート調査においても全ての回答者が、犯罪行為が抑止され、児童
生徒の安全・安心の確保に寄与されていると思うとの回答であったため、本事業の
成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

円 円 円

24,090,000

24,090,000

24,090,000

24,090,000

　本町の水道事業は1964年に着手し、今後、標準耐用年数を迎え更新
を必要とする水道管が増えてくることから、更新に重点をおいた事業を進
める必要があり、計画的に工事をする必要がある。
　中長期的財政収支に基づき施設の更新等を計画的に実施するため、
アセットマネジメント（資産管理）及び水道施設の基本整備計画をおこな
い、実施方針を策定することで、事業費の平準化を図り、老朽管の更新
及び耐震化を進めていくことができる。
　本事業は、実施方針を策定することを目的とし、安定的なライフラインを
確保することで、地域住民の生活環境の改善を図る。

水道施設基本計画策定

令和４年７月から令和５年３月

令和４年度 計

【補助事業の成果及び評価】

　本事業で、中長期的財政収支に基づき施設の更新等を計画的に実施
するため、アセットマネジメント（資産管理）及び水道施設の基本整備計
画を策定し下記の項目を成果として確認した。
①事業の分析・評価・課題抽出
②計画年次の設定
③重要度・優先度を考慮した更新需要の算定
④整備内容の抽出・評価
　以上の項目を踏まえ整備方針を示すことで、町民の公衆衛生と生活環
境の向上に寄与することができた。

【地域住民への周知の実施状況】

（１）嘉手納町広報への掲載
（２）嘉手納町ホームページへの掲載

今後、本事業で策定した計画を基に、更新と併せて耐震化を行い、災害
に強い水道施設の整備を促進する。

無

事　　業　　評　　価　　書
付紙様式第２

事業費及び交付金額

水道施設基本計画策定業務

嘉手納町長

嘉手納町地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 50,270,000

交付金額 49,600,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　嘉手納町スポーツドームは竣工から２０年経過しており、一般的な人工芝の耐
用年数を大幅に超過している。経年劣化した人工芝を張替ることにより、スポー
ツドーム利用者の安全面及び利用面におけるサービス向上を図る。

【補助事業の成果及び評価】

引き続き、スポーツ施設の維持保全に努める。

無し

人工芝張替工事　A=2,268㎡

令和４年度

1)工事看板へ表示
2）町の広報誌（６月号）へ掲載済み

　本施設は様々な競技で使用されることから、特定の競技に求められる人工芝の性
能を全て満足することは難しい内容であるが、張替後、施設管理者及び施設利用
者へアンケートを実施したところ、「クッション性が良くなった」、「つまづきにくい・滑り
にくくなった」、「踏み心地が良い」、「歩きやすくなり腰や膝に優しい」、「プレーしや
すい」等の好意的な意見が寄せられたことから、安全面・利用面においてサービス
向上しており、本事業の成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

スポーツドーム人工芝張替工事

嘉手納町長

嘉手納町字屋良地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

50,270,000

49,600,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

【補助事業の成果及び評価】

本事業で、管路の更新と併せて耐震化を図ったことで、安全な飲料水を
より安定的に供給することができ、町民の公衆衛生と生活環境の向上に
寄与することができた。

水道管総延長：54，411ｍ
耐震管延長（令和3年度まで実施の延長）：32，548ｍ（耐震化率：59.8%）
耐震管延長（令和4年度まで実施の延長）：33，013ｍ（耐震化率：60.7%）
耐震化率が約0.9％上昇

【地域住民への周知の実施状況】

1）工事看板に記載。
2）町ホームページへ掲載。

引き続き管路の更新と併せて耐震化を行い、災害に強い水道施設の整
備を促進する。

無

事　　業　　評　　価　　書
付紙様式第２

事業費及び交付金額

町道６５号線・８２号線配水管布設替工事

嘉手納町長

嘉手納町地内

　近年、水道事業において東日本大震災を教訓とした災害対策の強化
が求められており、当町においても生活基盤である水の確保の重要性に
鑑み、耐震化整備がなされていない配水管の整備を早急に実施する必
要がある。
　本事業体において、地震等災害時の水道施設被害を未然に防止し、
安定的なライフラインを確保することで、地域住民の生活基盤の改善を
図る。

配水管布設替工事　水道配水用ポリエチレン管
L＝464.7ｍ

令和４年９月から令和５年３月

令和４年度 計

円 円 円

29,942,000

29,000,000

29,942,000

29,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和２年度 令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 3,850,000 8,514,000

交付金額 3,850,000 8,300,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

町文化財として指定されている当該文化財は、主要道路より奥まった場所にあ
り、アクセス通路が整備されていない状況である。
　本町では、歴史・文化の継承を図ることを目的に、各文化財での講座等を実
施しているところであり、史跡までのアクセス通路を整備することにより利便性の
向上を図り、史跡環境の改善に寄与する。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

文化財アクセス通路整備工事

嘉手納町長

嘉手納町字屋良地内

整備工事　アクセス通路　Ｌ＝66ｍ

令和２年８月から令和５年２月

事業費及び交付金額

計

12,364,000

12,150,000

今後も地域住民が安全に通行できるよう維持管理し、史跡環境の改善に努め
る。

無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】

　整備後、地域住民へ整備状況の満足度調査のアンケートを実施した結果、95％
が「満足」及び「やや満足」との回答となっている。
　史跡までのアクセス通路の利便性の向上に繋がったことが確認できたため、本事
業の成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】

１） 町の広報誌へ掲載。（令和５年６月号）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和２年度 令和３年度 令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 51,458,000 165,000,000 34,650,000

交付金額 51,110,000 162,000,000 34,500,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

本事業は新校舎建築に伴い解体した旧校舎跡地において、運動場や遊具広場
等の整備工事を実施することで、児童の屋外活動の教育環境の改善を図る。

【補助事業の成果及び評価】

引き続き、教育環境の維持保全に努め、必要に応じ対策を講じていく。

無し

実施設計　　　　　　　　　　　　一式
敷地造成工事　　　　　　　　　８，５６０㎡
運動場等整備工事　　　　　　８，３０９㎡

令和２年度から令和４年度

1)工事看板へ表示
2）町の広報誌（６月号）へ掲載

　整備後、教職員へアンケートを実施したところ、「低学年も高学年も楽しく過ごす空
間となっている。体育でもフル活用している。」、「体育の授業中に不都合を感じてい
ない。」、「授業での活用、休み時間の利用で児童の意欲面での向上がみられる。」、
「子供たちが使いやすい、きれいな運動場にしてくれてありがとうございました。」など
の好意的な意見が寄せられ、児童の屋外活動の教育環境の改善に繋がったことを
確認できたため、本事業の成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

屋良小学校敷地造成工事（２工区）
屋良小学校運動場等整備工事
屋良小学校外構整備工事（２工区）

嘉手納町長

嘉手納町屋良地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

251,108,000

247,610,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 4,827,900

交付金額 4,760,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

老朽化した児童生徒用机・椅子を使用している児童生徒が、椅子のぐらつきや
机天板の破損により集中できず、授業に支障をきたしている状況である。児童
生徒用の机・椅子の更新を行うことで、快適な授業運用が確保され、教育環境
の改善に寄与する。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

嘉手納町立学校備品購入

嘉手納町長

嘉手納町地内

児童生徒用机　　 １９０台
児童生徒用椅子　１９０台

令和４年度

事業費及び交付金額

計

4,827,900

4,760,000

引き続き、授業環境の維持保全に努める。

無し

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】
購入後、『新しい机で児童のやる気がUPした』、『ガタつきやキズがなく、児童が学
習に集中できた』、『新しい物を大切に扱おうという気持ちが芽生えている』など購入
した備品に対し、好意的な意見が寄せられ、教育環境の改善に繋がったことを確認
できたため、本事業の成果は得られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】

　１）町の広報誌へ掲載（令和５年６月掲載済み）
　２）備品に「令和４年度沖縄防衛局調整交付金事業」と表示する（表示済み）


